
ドリーム枠選考理由 
 

男 子 

千葉県立幕張総合高等学校(千葉) 

幕張総合高校は県立高校三校が統合され、千葉県初の総合選択制高校としてスタートした。

今年度、全国選抜千葉県大会では 3 位の好成績を修め新風を吹き込んだ。多彩で個性にあ

ふれた選手たちは、全国の強豪校と伍して戦う能力を持っている。 

 

履正社高等学校(大阪) 

｢テニスを通じての人格形成、社会に貢献できる人材の育成を図る。｣という基本方針が評

価された。｢挨拶、礼儀、マナー、片付け｣を重視し、試合終了後には必ず会場の清掃活動

を実践している。また、大阪府大会において長尾谷高校(近畿地区大会 2位校)と 2－3の接

戦をした実力も考慮された。 

 

女子 

鳥取県立米子西高等学校（鳥取） 

鳥取県女子は 19 年間全国選抜の舞台から遠のいている。しかし、米子西高校は県予選にお

いては 3年連続 7回の優勝を果たし、3年連続中国地区のドリーム枠推薦校となっている。 

30 回記念大会において鳥取県女子として 20 年ぶりの出場を果たした。 

 

福岡県立八幡南高等学校（福岡） 

部活動として承認されたのは平成 17 年度からという八幡南高校であるが、強豪校ひしめく

福岡県で第 3 位という好成績を挙げた。全国選抜高校テニス大会を支えてきた地元福岡県

の代表としての活躍が期待されている。 

 


